
市
役
所
へ
の
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
の
時
間
は
、
特
記
が
な
い
場
合
は
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

国分寺市は日本の宇宙開発発祥の地

私
と
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト

28・7・15　市役所☎（042）325－0111
8載連

★市内在住の方も申し込みできます

★寄附金額10万円（連続した２年で分割可）ごとに１機

贈呈します

★確定申告またはふる

さと納税ワンストッ

プ特例制度の申請を

することで、寄附金

控除を受けられます

ト
の
研
究
も
、
も
ち
ろ
ん
平
和
利
用

を
目
的
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
と
ベ
ビ
ー
ロ

ケ
ッ
ト
の
計
画
は
、
東
京
大
学
生
産

技
術
研
究
所
が
学
術
研
究
と
し
て
着

手
し
た
も
の
で
す
。
当
時
、
糸
川
先

生
は
大
陸
間
ロ
ケ
ッ
ト
輸
送
機
を
長

期
目
標
と
し
て
構
想
な
さ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
実
と
の
落
差
は
歴
然
と

し
て
い
ま
し
た
。
一
生
の
仕
事
と
し

て
取
り
組
め
る
か
ど
う
か
、
当
時
、

一
学
生
で
あ
っ
た
私
は
腹
を
決
め
か

ね
て
い
た
時
期
で
し
た
。そ
ん
な
折
、

国
際
地
球
観
測
年
に
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト

研
究
を
役
立
て
た
い
と
い
う
要
望
が

文
部
省
か
ら
あ
り
、
そ
の
年
の
２
月

に
国
家
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の

で
す
。
つ
ま
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
宇
宙

科
学
研
究
の
た
め
の
物
理
機
器
と
し

て
公
認
さ
れ
た
の
で
す
。
一
気
に
眼

前
を
覆
っ
て
い
た
霧
が
晴
れ
た
思
い

で
し
た
。

陽
春
４
月
に
国
分
寺
で
行
わ
れ
た

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
験
は
、
修

士
課
程
２
年
の
私
が
、
大
き
な
目
標

を
得
て
希
望
に
あ
ふ
れ
た
日
々
の
出

来
事
で
し
た
。

今
回
は
、
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
水

平
発
射
実
験
に
参
加
し
、
日
本
の
宇

宙
開
発
の
幕
開
け
を
糸
川
博
士
と
共

に
担
っ
て
き
た
秋
葉
鐐
二
郎
さ
ん
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
験
は
、

私
が
宇
宙
開
発
の
道
に
進
む
決
意
を

固
め
た
若
き
日
の
記
念
碑
で
す
。

国
分
寺
市
に
よ
れ
ば
、
本
欄
掲
載

の
趣
旨
は
「
軍
事
技
術
と
一
線
を
画

し
て
進
め
ら
れ
た
日
本
の
宇
宙
開
発

の
草
創
期
か
ら
の
歴
史
を
振
り
返
ろ

う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
回
顧
趣
味

を
好
ま
な
い
私
が
執
筆
を
お
引
き
受

け
し
た
の
は
、
こ
の
草
創
期
の
事
情

を
今
に
お
伝
え
し
た
か
っ
た
か
ら
で

す
。ペ

ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
験
が
行

わ
れ
た
当
時
は
、
戦
後
１０
年
で
、
復

興
が
端
緒
に
つ
い
た
と
は
い
え
、
随

所
に
戦
争
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
た
時

代
で
す
。
で
す
か
ら
、
も
う
戦
争
は

こ
り
ご
り
だ
と
い
う
空
気
が
満
ち
満

ち
て
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
諸
外

国
で
軍
用
と
し
て
発
展
し
た
ロ
ケ
ッ

国分寺市でのペンシルロケット水平発射実験成功から60年の時を越えてつなぐ想い

ロケット発射実験の準備を行う若かりし頃の秋葉さん（写真出典＝ＪＡＸＡウェ
ブインタビュー「秋葉鐐二郎　ロケット開発の黎明期の熱き思いを未来へ」）

→市政戦略室（内441）

カッパロケットＫ―６型。観測に成功したロケットは、さらに衛星を
打ち上げるという目標に向かって前進していく（写真提供＝ＪＡＸＡ）

１
９
５
５
（
昭
和
３０
）
年
１
月
に

「
２０
分
で
太
平
洋
横
断
」
と
い
う
見

出
し
の
新
聞
記
事
が
出
ま
す
。
糸
川

英
夫
博
士
が
構
想
し
た
、
ロ
ケ
ッ
ト

旅
客
機
の
記
事
で
し
た
。
こ
の
記
事

に
、
文
部
省
が
反
応
し
ま
す
。
折
し

も
、
文
部
省
で
は
、
地
球
の
全
体
像

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
国
際
地

球
観
測
年
（
１
９
５
７
年
７
月
１
日

～
１
９
５
８
年
１２
月
３１
日
）
に
参
加

す
る
た
め
、
観
測
用
の
ロ
ケ
ッ
ト
を

打
ち
上
げ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
文
部
省
か
ら
の
打
診
を
き
っ

か
け
に
、
糸
川
博
士
た
ち
の
ロ
ケ
ッ

ト
へ
の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

１
９
５
８
年
９
月
、
戦
後
１３
年
、

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
水
平
発
射
実
験

か
ら
わ
ず
か
３
年
で
、
ペ
ン
シ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
か
ら
進
化
し
た
カ
ッ
パ
ロ
ケ

ッ
ト
Ｋ
―

６
型
が
、
日
本
初
の
高
層

大
気
の
観
測
に
成
功
し
ま
す
。当
時
、

ロ
ケ
ッ
ト
を
自
力
で
打
ち
上
げ
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
・
ソ
連
・
イ
ギ
リ
ス
、

そ
し
て
日
本
だ
け
で
し
た
。

▼
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
０
年
東
京
生
ま
れ
。
旧
制
高
校
廃
止

に
伴
い
、
１
９
５
１
年
に
東
京
大
学
工
学
部

（
分
校
と
し
て
生
産
技
術
研
究
所
に
併
設
）

に
編
入
学
し
、
糸
川
英
夫
博
士
に
出
会
う
。

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
験
か
ら
、
日
本
初

の
人
工
衛
星
お
お
す
み
（
１
９
７
０
年
）、

ハ
レ
ー
彗す

い

星
探
査
機
さ
き
が
け
・
す
い
せ
い

（
１
９
８
５
年
）
を
打
ち
上
げ
る
た
め
の
ロ

ケ
ッ
ト
の
開
発
な
ど
、
日
本
の
宇
宙
開
発
の

新
し
い
時
代
を
築
い
て
き
た
。
現
在
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
宇
宙
科
学
技
術
創
成
セ
ン

タ
ー
の
会
長
と
し
て
、
北
海
道
を
拠
点
に
、

宇
宙
開
発
技
術
を
生
か
し
た
新
産
業
の
創
出

や
起
業
家
の
支
援
、
次
世
代
研
究
者
・
技
術

者
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
出
典

＝
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ウ
ェ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
秋
葉

鐐
二
郎　

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
の
黎
明
期
の
熱
き

思
い
を
未
来
へ
」）

贈ります

■申込書での申し込み
市政戦略室までご連絡ください。申込書を郵送し
ます。
※市ＨＰからダウンロード可
■インターネットからの申し込み
ふるさとチョイスhｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．fｕｒｕｓaｔｏ�
-ｔaｘ．ｊｐ/ｊaｐaｎ/ｐｒｅfｅｃｔｕｒｅ/13214から
※右のＱＲコードからもアクセス可

のお礼にふるさと納税
ペンシルロケットレプリカを

私 と ペンシルロケット

第8回　秋葉　鐐二郎さん（元宇宙科学研究所所長・
東京大学名誉教授 ）

65年間ロケット開発に携わってきた
秋葉さん

ペンシルロケットは
宇宙開発の道に進む
決意を固めた
若き日の記念碑


